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は
じ
め
に

享
保
改
革
の
財
政
建
て
直
し
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
新
田
開
発
は
、

基
本
的
に
は
年
貢
増
徴
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
異
っ
た
様
相
を

示
し
な
が
ら
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

享
保
一
二
年
（
一
七
一
一
七
）
勘
定
吟
味
役
格
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
に
よ
っ

て
起
工
さ
れ
た
見
沼
新
田
の
開
発
及
び
見
沼
代
用
水
路
の
開
鑿
は
、
総
工
饗

約
二
万
両
を
費
し
新
田
一
、
一
七
五
町
歩
を
開
発
、
幕
府
は
新
田
請
地
の
地

代
金
と
し
て
二
、
一
○
四
両
．
又
検
地
後
は
年
々
年
貢
と
し
て
四
、
九
六

○
石
を
取
得
し
、
ま
た
代
用
水
路
の
開
竪
に
よ
っ
て
沼
地
約
六
○
○
町
歩
を

干
拓
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
間
』

こ
の
地
域
は
、
見
沼
ば
か
り
で
な
く
利
根
川
・
荒
川
の
一
一
大
河
川
の
間
に

多
く
の
沼
地
が
散
在
し
て
い
て
、
見
沼
同
様
用
水
源
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
ら
溜
井
の
集
水
区
域
は
比
較
的
小
範
囲
で
あ
っ
た
た
め
、
時
代
を
経
る
に

つ
れ
て
下
流
地
域
は
灌
慨
用
水
が
不
足
し
、
他
方
上
流
地
域
は
悪
水
の
吐
け

法
政
史
学
第
二
十
五
号

享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発

ｌ
武
蔵
国
足
立
郡
見
沼
新
田
を
中
心
と
し
て
Ｉ

ハ
イ
）

見
沼
は
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
る
享
保
一
三
年
以
前
に
お
い
て
は
、
江
戸

商
人
達
の
漁
猟
の
場
と
為
）
ま
た
、
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
に
は
関
東

（
２
）

口
に
苦
し
ゑ
、
大
雨
に
際
し
て
水
害
を
受
け
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
幕
府
は
一
二
○
○
町
歩
の
広
さ
を
も
つ
見
沼
を
干
拓
し
開
発
す
る

と
同
時
に
、
利
根
川
・
荒
川
の
二
大
河
川
の
治
水
策
を
も
考
慮
し
て
こ
の
工

事
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
従
来
、
溜
池
と
し
て
存
在
し
て
い
た
諸
沼
は
無

用
の
も
の
と
な
り
干
拓
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
工
事
は
、
単
に
見
沼
を
干

拓
し
て
こ
れ
に
代
る
用
水
源
と
し
て
代
用
水
路
を
開
鑿
し
た
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
き
な
規
模
で
実
施
さ
れ
た
見
沼
新
田
の
開
発
に
つ
い
て
、

主
と
し
て
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

上
田
加
代
子

一
○
四

Hosei University Repository



郡
代
伊
奈
氏
に
よ
っ
て
現
在
の
川
口
市
附
島
と
木
曽
呂
の
間
に
八
堤
と
呼
ば

れ
る
堤
防
が
築
か
れ
東
西
に
取
入
樋
が
設
置
さ
れ
て
溜
井
と
し
て
水
下
二
二

（
４
）

一
力
村
の
潅
概
用
貯
水
池
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
沼
沢
地
は
、
享
保
期
の
新
田
開
発
奨
励
策
と
治
水
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
開
発
対
象
地
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
一
二
○
○
町

歩
の
広
さ
を
し
つ
こ
の
見
沼
が
、
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
と

い
え
よ
う
。

御
朱
印

人
足
六
人
馬
五
正
、
従
江
戸
武
蔵
・
下
野
・
下
総
・
常
盤
迄
上
下
於
彼
地

御
用
中
幾
度
も
可
出
之
、
是
〈
国
々
新
田
場
見
分
並
御
普
請
御
用
井
沢
弥

惣
兵
衛
派
遣
候
付
而
被
下
之
者
也
、

享
保
十
巳
年
十
一
月
六
日

右
宿
中

（
５
）

と
あ
る
よ
う
に
、
享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
に
幕
府
は
勘
定
吟
味
役
格

（
６
）

井
沢
弥
惣
兵
衛
を
派
遣
し
て
、
関
東
一
円
の
新
田
場
を
見
分
さ
せ
て
お
り
、

当
見
沼
地
域
も
、
翌
二
年
八
月
に
、
御
普
請
役
保
田
太
左
衛
門
・
岡
本
善

右
術
門
・
直
井
伴
六
よ
り
の
廻
し
状
に
、

此
度
見
沼
其
外
所
々
小
沼
新
田
並
利
根
川
新
井
御
普
請
被
仰
付
侯
二
付
、

水
盛
御
普
請
積
り
沼
境
潰
地
改
為
御
用
役
人
被
遣
候
、

（
７
）

と
あ
る
よ
う
に
、
開
発
対
象
地
と
し
て
測
量
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
一
年
後
の
享
保
一
二
年
八
月
か
ら
九
月
頃
に
は
度
々
に
わ
た
つ

（
８
）

て
普
請
材
料
の
入
札
・
工
事
入
札
・
人
夫
差
出
等
の
通
達
が
な
さ
れ
、
工
事

は
着
々
と
進
み
、
同
一
三
年
中
に
見
沼
溜
井
干
拓
の
完
成
を
承
る
の
で
あ

（
９
）

る
。

享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）

（
ロ
）

と
こ
ろ
で
、
見
沼
の
沿
村
三
六
ヶ
村
の
う
ち
、
大
牧
村
・
宮
本
村
・
―
―
一
室

村
・
下
木
崎
村
・
高
鼻
村
・
下
士
呂
村
・
新
井
村
・
西
山
村
・
東
山
村
・
片

雲
直轄領

図
（
Ａ
）

入組地

尻も｡．．Ｈ副
■■■■
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一
○
五

Hosei University Repository



総検地
年代

開発以前
石高村名｜襄図薑|襄図鑿｜享保期支配状況

表
'~、

１
、_ノ

法
政
史
学
第
二
十
五
号

（
騎
總
調
鯉
柵
繩
勵
駄
駿
鬮
鴎
蔵
調
鱗
艶
馳
騨
驍
作
成
）

石

９５６．２１３

３１７．９８３

２６８．０１７

２１５．６２８

１８４．２９７

１１４．４５６

１００．０００

９９．９０２

８５．８０８

８４．７９１

８３．２９０

８１．０２６

５０．３００

５０．０００

３７．４５８

２７．４５８

１７．３７５

{稟請襲慨
直轄領

〃

〃

(票|iii霊領
後畠伝右衛門領

氷川社領

{募箪雲領
直轄領

〃

〃

{騒繍里謡門領
青木市郎兵衛領

氷川社領

伏見伊右衛門領

直轄領

〃

元禄３三室村

大間木村

辻村

大崎村

下木崎村

下士呂村

高鼻村

片柳村

差間村

大牧村

行衛村

上士呂村

新井村

宮本村

西山村

東山村

間宮村

同

大間木村

同

同

下木崎村

士呂村

高鼻村

同

指間村

同

同

合野村

同

同

木崎村

士呂村

元和１

元禄３

寛文５

天正２０

元禄１０

〃

元禄２

同

指間村

同

寛文５士呂村

同

士呂村

同

元禄１０

〃

山村

山村

山村

山村

、

柳
村
・
辻
村
・
大
崎
村
・
間
宮
村
・
差
間
村
・
行
衛
村
・
大
間
木
村
の
一
七

ヶ
村
は
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
見
沼
干
拓
工
事
に
際
し
て
村
請
で
新
田
開

発
を
行
な
う
よ
う
幕
府
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
て
お
り
、
見
沼
新
田
は
こ
の

一
七
ヶ
村
を
中
心
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
七
ヶ
村
各
村
の
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
鼻
村
・
宮
本
村

・
行
衛
村
を
除
い
て
は
徳
川
氏
の
関
東
入
国
の
天
正
一
八
年
二
五
九
○
）

（
、
）

に
は
既
に
村
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
高
鼻
村
に
つ
い
て
は
、
『
武
蔵
国
郡

（
ｕ
）

村
誌
』
に
よ
る
と
、
村
と
し
て
の
成
立
は
正
保
か
ら
元
禄
で
あ
ろ
う
と
し
て

（
皿
）

い
る
。
宮
本
村
・
行
衛
村
に
つ
い
て
は
、
正
保
絵
図
に
も
一
元
禄
絵
図
に
も
そ

の
名
は
見
ら
れ
ず
、
た
だ
享
保
年
中
の
絵
図
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
・
位
置
を

知
る
の
象
で
明
ら
か
で
は
な
い
。

表
（
１
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
の
一
七
ヵ
村
の
支
配
状
態
は
幕
府
直
轄

地
が
八
村
・
私
領
三
村
・
寺
社
領
二
村
で
、
そ
の
う
ち
入
組
地
が
四
村
で
あ

る
。
ま
た
地
理
的
に
も
江
戸
の
外
郭
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
図
（
Ａ
）
に
ふ

ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
支
配
形
態
は
複
雑
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
こ
の
一
七
ヶ
村
の
経
済
状
態
で
あ
る
が
、
新
田
開
発
時
の
石
高
は

表
（
１
）
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
室
村
の
九
五
六
石
余
と
高
官
村
の
一
七

石
と
い
う
よ
う
に
そ
の
差
は
著
し
い
が
、
平
均
一
五
○
石
余
り
で
あ
り
、
比

較
的
安
定
し
た
村
落
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
享
保
期
の
村
の
状
況
を
知
る
史

料
が
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
天
保
一
三
年
の
一
一
一
室
村
明
細
帳
に
は
、
稲

作
は
な
く
全
部
畑
で
、
作
物
と
し
て
は
大
麦
・
小
麦
・
菜
種
・
荏
・
大
豆
・

小
豆
・
さ
つ
ま
芋
な
ど
の
雑
穀
を
作
っ
て
お
り
、
農
間
諸
職
人
と
し
て
、
大

工
・
桶
大
工
・
木
挽
な
ど
を
行
な
い
、
ま
た
荒
物
商
等
の
農
間
商
い
を
す
る

者
も
多
く
、
他
に
酒
造
や
醤
油
造
り
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

一
○
六
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一一

享
保
一
○
年
（
一
七
二
五
）
九
月
に
開
発
を
開
始
し
た
見
沼
新
田
の
開
発

事
業
推
進
に
際
し
て
、
幾
度
と
な
く
新
田
の
開
発
を
見
沼
沿
村
の
一
七
ケ
村

の
村
請
で
行
な
う
よ
う
願
い
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。
享
保
一
二
年
八
月
、
勘

定
吟
味
役
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永
に
差
し
出
し
た
新
田
請
願
は
次
の
如
く
で
あ

》ニハー〕◎

乍
恐
以
書
付
奉
・
甲
上
候

一
、
見
沼
御
新
田
之
儀
、
先
達
而
奉
願
候
十
七
ヶ
村
江
被
為
仰
付
被
下
置
、

村
々
田
地
割
合
之
儀
〈
十
七
ヶ
村
一
一
而
半
分
（
面
割
半
分
〈
村
高
割
二
而

仕
、
村
々
地
先
二
而
割
取
…
…
村
々
地
境
村
境
よ
り
沼
中
江
取
極
候
筈

一
一
申
合
候
事

一
、
見
沼
廻
り
之
儀
〈
田
方
一
切
無
御
座
侯
一
一
付
只
今
迄
〈
一
二
里
遠
方

て
い
る
。
享
保
期
に
お
い
て
も
、
水
田
が
な
く
畑
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

享
保
一
二
年
（
一
七
一
一
七
）
井
沢
弥
惣
兵
衛
に
差
出
し
た
願
い
書
き
に
、

（
Ⅲ
）

「
見
沼
廻
り
之
義
い
田
方
一
切
無
御
座
候
二
付
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
が
、
こ
の
天
保
一
一
一
一
年
（
一
八
四
二
）
の
明
細
帳
か
ら
直
線
的
に

推
測
す
れ
ば
、
享
保
期
に
お
い
て
も
畑
作
物
と
し
て
大
麦
・
小
麦
・
大
豆
な

ど
を
作
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
農
間
渡
世
と
し
て
荒
物
商
い
や
大
工

・
木
挽
・
酒
造
・
醤
油
造
り
な
ど
を
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
を
史
料
の
上
か
ら
追
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な

商
品
作
物
の
栽
培
や
農
間
渡
世
は
、
享
保
期
に
お
い
て
も
江
戸
近
郊
の
経
済

圏
の
中
に
組
承
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
村
と
し
て
は
比

較
的
安
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）

之
他
村
之
古
田
ヲ
小
作
仕
付
申
侯
処
、
御
新
田
被
為
仰
付
被
下
置
他
村

小
作
仕
候
共
、
田
地
相
返
し
御
新
田
大
切
二
仕
立
仕
付
耕
作
仕
申
合
候

二
付
何
程
之
御
新
田
被
下
置
侯
共
不
作
之
場
所
一
切
仕
間
敷
事

で
若
新
田
之
内
古
来
よ
り
願
之
町
人
江
御
新
田
相
応
に
被
下
置
候
ハ
ム

御
願
仕
候
村
々
之
内
砂
村
・
本
郷
村
・
木
曽
呂
村
下
右
三
ケ
村
地
先
之

（
ｕ
）

分
何
分
一
一
も
被
仰
付
次
第
違
背
不
奉
申
上
候
事

こ
の
よ
う
に
、
開
発
後
の
地
割
・
耕
作
等
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
、
さ
ら

に
、

｜
、
御
新
田
不
残
十
七
ヶ
村
江
被
下
置
候
ハ
ュ
、
惣
高
之
内
弐
拾
八
町
引

落
拾
八
町
片
柳
村
江
、
拾
町
三
室
村
江
付
ヶ
相
残
半
分
〈
拾
七
割
半
分

〈
十
七
ヶ
村
高
並
二
蓮
見
万
之
助
取
居
村
持
高
割
二
仕
、
其
村
と
之
地

先
ヲ
用
ひ
、
地
先
不
足
之
村
々
〈
隣
村
之
地
先
二
而
平
一
一
田
地
道
法
遠

く
不
罷
成
様
二
積
り
合
可
申
可
事

一
、
見
沼
之
内
御
用
水
悪
水
堀
方
御
普
請
之
義
、
十
七
ケ
村
一
一
而
御
請
負

可
申
哉
と
一
和
方
江
御
尋
被
遊
候
二
付
、
右
之
如
十
七
ヶ
村
江
一
利
申

聞
候
、
尤
十
七
ヶ
村
之
者
相
談
仕
御
請
負
可
仕
由
申
二
付
、
一
和
十
七

ヶ
村
惣
代
二
書
付
差
上
申
候
、
被
仰
付
侯
〈
Ｌ
御
普
請
方
割
合
之
義
〈

田
地
割
合
之
通
半
分
〈
高
割
二
仕
、
最
寄
二
而
請
取
、
御
差
図
次
第
御

普
請
成
就
可
仕
候
、
仮
令
損
金
御
座
侯
共
其
村
々
請
取
之
分
〈
急
度
仕

立
、
難
義
二
不
罷
成
筈
二
相
定
申
候
事

一
、
十
七
ヶ
村
田
地
割
合
並
相
談
之
義
二
付
寄
合
入
用
等
、
半
分
〈
高
割

半
分
〈
十
七
割
二
仕
筈
二
相
極
候
事

（
嘔
）

右
之
通
十
七
ヶ
村
御
相
談
相
定
侯
〈
、
少
も
相
違
仕
間
敷
候
、
以
上

と
い
う
よ
う
に
、
細
部
に
わ
た
っ
て
申
し
合
わ
せ
、
新
田
請
願
を
提
出
し
て

一
○
七
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い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
年
九
月
七
日
に
幕
府
よ
り
許
可
が
下
り
、
こ
れ

よ
り
四
日
後
の
九
月
二
日
に
は
見
沼
一
七
ヶ
村
百
姓
惣
代
よ
り
請
証
文
が

提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
、
…
…
就
夫
奉
願
候
通
場
所
無
滞
割
取
、
来
申
春
迄
二
不
残
開
発
仕
、

来
年
よ
り
毛
附
可
仕
候
、
来
戊
年
迄
鍬
下
御
免
被
成
下
亥
年
御
検
地
本

論
御
年
貢
上
納
可
仕
候
事

但
、
稲
毛
出
来
過
不
申
侯
た
め
不
残
早
稲
之
籾
種
用
意
可
仕
候
、
就

夫
沼
廻
り
用
水
堀
御
普
請
村
々
よ
り
罷
在
働
仕
：
．
…
人
足
賃
銀
ヲ
以
村

々
当
出
来
籾
之
内
種
二
可
成
分
引
之
可
納

一
、
新
田
開
発
之
儀
、
地
平
均
畔
を
附
候
儀
随
分
念
入
来
春
迄
一
一
急
度
仕

立
来
年
よ
り
最
寄
も
不
残
所
毛
附
可
仕
候
、
若
毛
附
難
成
場
所
有
之
候

ハ
ュ
其
訳
二
月
迄
二
御
断
申
上
、
御
差
図
給
可
申
候
、
毛
付
之
節
二
至

滞
義
申
上
間
敷
候
事

一
、
為
冥
加
御
普
請
料
奉
願
候
通
、
新
田
一
反
二
付
金
一
両
シ
上
田
二
難

成
畑
二
可
仕
場
所
〈
一
反
二
付
二
一
匁
シ
Ｌ
来
申
よ
り
戊
迄
三
年
賦
二

急
度
上
納
仕
可
納
候

一
、
所
々
用
水
大
溝
通
し
御
普
請
被
仰
付
被
下
候
小
溝
・
道
筋
・
小
樋
・

（
脳
）

少
橋
村
々
申
〈
ロ
百
姓
共
と
し
て
目
普
請
可
仕
候
事

こ
の
よ
う
に
、
①
割
当
て
ら
れ
た
土
地
は
来
春
迄
に
残
ら
ず
開
発
・
柚
付

を
す
る
。
②
鍬
下
年
季
は
一
一
一
ヶ
年
と
し
、
享
保
一
六
年
に
検
地
を
う
け
、
年

貢
を
上
納
す
る
。
③
鍬
下
年
季
の
間
は
出
来
過
ぎ
な
い
よ
う
に
早
稲
の
種
籾

を
用
意
し
、
種
籾
代
は
普
請
人
足
賃
か
ら
差
引
き
調
え
る
。
④
地
均
し
畦
畔

を
来
春
迄
に
完
成
し
植
付
を
す
る
。
で
き
な
い
場
所
が
あ
れ
ば
二
月
迄
に
届

出
て
差
図
を
う
け
る
こ
と
。
⑤
新
田
の
普
請
料
と
し
て
、
田
は
一
反
に
付
金

法
政
史
学
第
二
十
五
号

一
両
、
畑
は
一
反
二
付
銀
二
一
匁
づ
つ
一
一
一
年
賦
で
上
納
す
る
こ
と
。
⑥
用
水

路
は
、
大
用
水
路
は
御
普
請
、
小
用
水
路
及
び
小
樋
・
小
橋
な
ど
は
自
普
請

で
行
な
う
。
な
ど
、
新
田
の
村
請
に
関
し
て
具
体
的
な
こ
と
が
定
め
ら
れ
、

見
沼
新
田
は
村
請
新
田
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
享

（
Ⅳ
）

保
一
一
一
一
年
（
一
七
一
一
八
）
春
に
は
全
て
の
開
発
工
事
が
完
了
し
て
、
一
二
一
一

八
町
五
反
歩
の
広
さ
を
も
つ
見
沼
新
田
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
田

地
削
は
、
「
見
沼
開
鑿
地
割
帳
」
に
よ
る
と
、
越
後
屋
半
蔵
・
最
上
屋
助
七

（
畑
）

・
独
鳥
屋
長
五
郎
の
一
二
人
の
江
戸
町
人
へ
一
○
○
町
歩
、
一
一
一
室
村
へ
一
○
町

歩
・
片
柳
村
へ
一
八
町
歩
が
割
渡
さ
れ
、
そ
の
他
道
路
敷
地
分
。
所
々
代
地

分
を
合
わ
せ
た
都
合
約
二
四
○
町
歩
を
差
し
引
い
た
九
八
七
町
七
反
八
畝
九

歩
一
が
見
沼
一
七
ヶ
村
に
割
り
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一

七
ヶ
村
の
地
割
の
方
法
は
、
新
田
請
願
い
で
申
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
半
分

の
四
九
三
町
八
反
一
一
七
歩
が
一
七
ヶ
村
の
平
均
割
と
し
て
一
村
平
均
一
一
九
町

五
畝
歩
が
渡
さ
れ
、
残
り
の
四
九
三
町
九
反
一
一
歩
が
高
百
石
に
つ
き
一
八

町
六
反
六
畝
の
割
で
高
割
り
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
新
田
は
、
新
田
領
有
権
取
扱
規
定
の

原
則
、
つ
ま
り
、
幕
府
直
轄
領
・
私
領
の
入
り
組
ん
だ
地
先
に
展
開
す
る
開

発
可
能
な
土
地
の
場
合
は
、
私
領
が
自
領
の
地
先
だ
か
ら
と
し
て
勝
手
に
開

発
す
る
こ
と
は
許
さ
ず
、
幕
府
が
そ
の
開
発
を
許
可
し
、
同
時
に
そ
の
地
に

（
四
）

で
き
た
新
田
は
全
て
幕
領
に
組
承
入
れ
ら
れ
る
、
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、

見
沼
新
田
の
場
合
も
図
（
Ａ
）
に
示
し
た
如
く
直
轄
領
・
私
領
・
寺
社
領
の

入
り
組
ん
だ
地
先
で
あ
り
、
全
て
幕
府
直
轄
領
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
割
渡
さ
れ
た
新
田
に
対
し
て
地
代
金
を
払
う
わ

け
で
あ
る
が
、
『
地
方
凡
例
録
』
に
よ
る
と
、
新
田
畑
に
な
る
べ
き
場
所
を

一
○
八
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一一一

見
沼
沿
村
一
七
ヶ
村
に
割
り
当
て
ら
れ
た
新
田
の
村
別
反
別
は
表
（
２
）

に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。
一
一
一
室
村
は
一
三
一
一
一
町
歩
余
で
最
も
大
き
い
数
字
を

示
し
て
い
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
三
室
村
は
五
つ
の
組
に
分
か
れ
て
い
て

各
々
が
一
村
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
一
組
平
均
約
四
五
町
ず

つ
割
り
渡
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
他
の
村
の
平
均
も
、
辻
村
の
八
○
町

と
間
宮
村
の
一
一
三
町
と
い
う
差
は
あ
る
が
、
五
○
町
歩
余
ず
つ
割
り
当
て
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
全
て
持
添
的
に
開
発
さ
れ
て
い
て
、
大
間
木
村
を
除
い

て
は
一
村
を
立
て
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
見
沼
新
田
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
村
請
新
田
で
あ
る
。
村
請

新
田
と
は
本
来
、
村
民
全
体
の
労
力
・
資
金
を
負
担
す
る
新
田
で
、
親
村
耕

地
の
不
足
分
を
補
充
す
る
こ
と
を
一
つ
の
大
き
な
目
的
と
し
て
い
る
。
故
に
、

見
立
て
開
発
を
願
う
際
、
空
地
で
も
梅
川
で
も
地
主
の
な
い
場
所
は
全
て
代

官
、
地
頭
の
も
の
で
あ
り
、
開
発
す
れ
ば
そ
の
場
所
の
地
主
と
な
る
の
で
冥

加
と
し
て
、
其
地
が
御
料
所
で
あ
れ
ば
幕
府
へ
、
私
領
で
あ
れ
ば
地
頭
へ
い
く

ら
か
差
出
し
て
土
地
を
貢
請
け
る
錘
な
る
わ
け
で
あ
り
、
臨
時
納
物
と
い

う
も
の
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
為
冥
加
御
普
請
料
奉

願
候
通
新
田
一
反
二
付
金
一
両
シ
上
、
田
一
一
難
成
畑
二
可
仕
場
所
〈
一
反
二

（
皿
）

付
銀
二
十
一
匁
シ
上
来
申
よ
り
戊
迄
三
年
賦
二
急
度
上
納
可
仕
候
」
と
あ
る

よ
う
に
、
村
請
の
場
合
に
は
干
拓
・
用
排
水
施
設
に
対
し
幕
府
に
支
出
す
る

普
請
料
に
対
す
る
代
償
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
見
沼
新
田
の
成
立
に
つ
い
て
見
た
が
、
次
に
そ
の
実
態
に
つ
い
て

ゑ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）

持
添
的
に
耕
地
を
拡
大
し
て
一
村
を
立
て
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
大
規
模
な

し
の
に
な
る
と
、
武
蔵
野
新
田
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
農
民
が
定
住
し
て
一
村

と
し
て
成
立
す
る
こ
と
も
少
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
当

初
は
持
添
的
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
型
の
新
田
は
、
江
戸
時
代

の
一
般
農
民
の
生
産
力
が
向
上
し
て
き
た
段
階
の
所
産
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
見
沼
新
田
の
場
合
は
、
農
民
の
側
か
ら
見
て
ゑ
る
と
、
そ
の
村
請

開
発
の
必
要
性
は
非
常
に
薄
く
、
村
請
新
田
と
し
て
の
性
格
は
消
極
的
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
次
に
三
室
村
の
場
合
と
大
間
木
村
の
場

合
を
ふ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

村名’新田割当反別｜開発形式 表
（
２
）

三室村

大間木村
(百姓15人）

辻村

大｜崎村

下木崎村

下士呂村

高鼻村

片柳村

差間村

大枚村

行衛村

上士呂村

新井村

宮本村

西山村

東山村

間宮村

223111Ｊ反7畝24歩

４１６４

７９７２６

７１１５１２

６６５１

５０４２２

４７７１

７４４２１３

４５６５

４４８５２０

４４５９６

４４１６２８

３９３６１２

３８７６１２

３６３３２９

３４２２２３

３２２９７

持添･一村

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持添

持派

『
見
沼
新
田
開
発
地
割
帳
』
、
「
新
編
武
蔵
国
風
士
記
稿
」
七
巻
よ
り
作
成

一
○
九
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表（３）－Ａ

（
イ
）

三
室
村
は
、
元
小
名
を
山
崎
・
宿
・
馬
場
・
松
本
・
芝
原
と
称
す
五
つ
の

（
犯
）

組
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
組
が
一
村
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
新
田
も
各
組
に
割
り
当
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
く
に

三
室
村
山
崎
組
新
田
に
つ
い
て
ふ
る
こ
と
に
す
る
。

三
室
村
山
崎
組
の
開
発
時
の
土
地
状
況
は
、
表
（
３
）
の
よ
う
で
あ
る
。

反別｜実数｜％ 表
（
３
）
ｌ
Ｂ

法
政
史
学
第
二
十
五
号

５反迄

１町迄

２町迄

３町迄

４町迄

４町以上

人７
３
８
２
０
２

１
１

4０．５

３１．０

１９．１

４．７

０

４．７

町反

８
１
３
８
８

iＩｌ５８８

計’４２１１００

表
（
３
）
Ｉ
Ｃ

１Ｎ

十
中
下
見
尾

dｌｌｌｌｑＲＣ

、’七

qｌｌｌ８
Ｄ，ｂ孑乞１９

Ｄと

Ｄと

、七

こ
の
表
は
、
享
保
一
六
年
（
一
七
一
一
一
一
）
七
月
の
「
三
室
村
新
田
検
地
帳
」

（
山
崎
組
）
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

土
地
所
持
状
況
は
、
一
町
以
下
が
全
体
の
七
○
％
を
占
め
、
特
に
五
反
未
満

が
四
○
％
も
い
る
反
面
四
町
以
上
、
し
か
も
八
町
歩
余
の
者
が
い
る
と
い
う

状
態
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
新
田
は
全
員
無
屋
敷
の
持
添
百
姓
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
親
村
で
あ
る
三
室
村
山
崎
組
に
そ
の
生
活
の
基
盤
を
置
い
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）

の
検
地
帳
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
屋
敷
持
の
百
姓
が
全
体
の
半
分
以
上
お

り
、
石
高
も
比
較
的
安
定
し
た
状
態
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
安
定
し
た
状
態

が
却
て
村
請
新
田
に
対
し
て
は
、
消
極
的
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
手
持
ち
の
史
料
か
ら
は
人
口
の
面
は
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
出
入
百
姓
が
ゑ
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
推
察
さ
れ
よ
う
。

以
上
、
三
室
村
山
崎
組
新
田
の
場
合
は
、
親
村
の
耕
地
拡
大
と
い
う
村
請

新
田
の
一
つ
の
意
義
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
武
蔵
野
新

田
の
場
合
に
比
べ
て
、
き
わ
め
て
消
極
的
で
あ
り
、
且
つ
小
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
ロ
）

次
に
大
間
木
村
新
田
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

犬
間
木
村
新
田
は
、
他
村
と
は
違
っ
た
型
で
開
発
さ
れ
、
発
展
し
て
い
く

の
で
あ
る
。

当
村
之
義
〈
、
古
名
主
御
新
田
御
願
不
申
上
候
故
、
拙
者
共
世
話
仕
仲
間

へ
相
談
い
た
し
、
御
新
田
割
合
之
義
も
其
数
三
十
四
ト
相
究
、
連
判
目
論

見
致
置
御
願
申
候
、
因
之
御
新
田
懸
り
御
役
等
も
一
一
一
十
四
割
一
一
而
出
シ
来

一

○

|地目｜実数｜％’

臼
田
田
田
田
田
畑
畑
畑
畑
畑
田
敷

下
下
下
下
下

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

付

上
上
中
中
下
下
上
上
中
中
下
見
屋

町反畝歩
３４８２６

1３５６２２

５８８９

1２３６２５

３４９１４

５９１２

３７３

１９６９

８４３

４８１５

１
５
７
７
９

３
９
３
９
１

ａ
Ｌ
ａ
８
８
ｌ
ｌ
Ｌ
０
４
Ｌ
Ｌ

３
１
２

計 43町５畝18歩 1００
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表（４）

（
マ
マ
）

り
候
二
付
、
此
度
御
新
田
割
合
之
義
ｊ
い
）
右
之
目
論
見
通
一
一
一
十
一
一
一
幸
均
割
一
一

（
鋼
）

付
侯

と
あ
る
よ
う
に
、
親
村
で
あ
る
大
間
木
村
は
、
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
、
当
初
は
村
請
と
し
て
の
新
田
願
い
は
出
し
て
い
な
い
で
、
後
に
な
っ

て
、
初
め
に
開
発
を
願
い
出
て
い
た
大
間
木
村
の
百
姓
有
志
一
五
人
が
中
心

と
な
っ
て
開
発
希
望
者
を
募
っ
て
新
田
の
開
発
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
百
姓
一
五
人
に
対
し
て
割
り
渡
さ
れ
た
四
一
町
六
畝
四
歩
の
土
地

が
村
民
有
志
の
一
一
一
三
人
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
間
木
村
新
田
は
、
他
の
一
六
ヶ
村
と
違
っ
て
村
民
有
志

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
百
姓
寄
合
新

田
」
と
い
う
型
の
も
の
と
Ｊ
い
）
違
う
と
思
わ
れ
る
。
百
姓
寄
合
新
田
は
、
百
姓

仲
間
に
よ
る
資
金
の
調
達
と
開
発
地
の
分
配
．
更
に
出
百
姓
へ
の
譲
渡
に
よ

る
利
潤
の
獲
得
と
い
う
型
を
と
る
Ｊ
い
）
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と

に
、
百
姓
仲
間
が
利
潤
の
追
求
を
主
眼
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
新
田
で

享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）

｢］

、

L｣

て
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
新
田
で

（
皿
）

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
間
木
新

田
の
場
合
は
、
他
の
一
六
ケ

村
と
は
違
っ
て
村
民
有
志
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
の
で
は

あ
る
が
、
享
保
一
六
年
七
月

の
検
地
帳
に
も
出
入
百
姓
は

全
く
見
ら
れ
ず
、
割
り
渡
さ

れ
た
四
○
町
歩
余
り
の
新
田

は
村
民
有
志
一
三
人
だ
け
で

分
割
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
土
地
所
持
状
況
は
、
表
（
４
）
に
も
示

し
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
屋
敷
持
の
う
ち
、
一
町
以
下
が
全
体
の

七
○
％
を
占
め
て
い
て
、
無
屋
敷
の
者
の
う
ち
九
三
・
七
％
が
五
反
以
下
で

あ
る
、
と
い
う
よ
う
に
経
営
的
に
は
安
定
し
た
構
成
と
は
言
え
ず
、
百
姓
寄

合
新
田
の
主
眼
で
あ
る
土
地
を
売
っ
て
利
潤
を
追
求
し
よ
う
と
い
う
意
向
は

全
く
ゑ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
発
以
前
の
大
間
木
村
の
様
子
は

わ
か
ら
な
い
が
、
当
初
よ
り
開
発
を
願
い
出
て
い
る
百
姓
一
五
人
に
つ
い
て

ゑ
て
も
、
表
（
５
）
に
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
、
開
発
の
途
中
で
割
り
当
て
を
放

棄
し
た
も
の
か
、
ま
た
は
売
り
渡
し
て
し
ま
っ
た
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が

新
田
に
土
地
を
所
有
し
な
い
も
の
が
三
人
ほ
ど
い
る
が
、
他
は
ほ
と
ん
ど
は

新
田
で
の
石
高
の
方
が
明
ら
か
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
新
田
に
屋
敷
を

も
つ
も
の
が
七
五
％
し
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
田
に
生
活
の
基
盤
を
置
い

ロ
３

表

/へ

５
ミーノ

ＪＯ５

８２５

５２１

２２７

１８Ｃ

９５８

。Ｅ１

８
４

９
０
８
４
５

５
４

１
０
２
２
Ｊ

ｕ
土
ロ
ム
エ
ル
ハ
埣
列
吟
入
室
に
一
子
輔
ア

35

51

34

39

ヨ
ト
ヨ
ト
ヨ

】

｜屋敷持｜無屋敷’
実数 ％ 実数 ％

５反迄

１町迄

２１HJ迄

３１H]~迄

４町迄

４町以上

人４
７
０
１
２
１

７
７

７
２
７

６
６
０
６
３
６

２
４

１

１５人

１

9３．７

６．３

計 1５ 1００ 1００

百姓15人名前
開発前
石高

開発時
石高

屋敷

和

七郎右衛門

三郎右衛門

小右衛門

嘉兵術

孫右術門

五郎左衛門

吉右術門

金三郎

次左衛門

新左衛門

次右衛門

定右衛門

宇右衛門

伊兵術

計

石

９
５
５
１
７
０
８
１
７
７
１
９
８
７
０

５
０
２
２
２
８
５
５
０
８
９
１
４
９
０

４
０
８
６
２
１
９
９
７
１
８
５
８
６
６

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｂ
●

３
１
６
４
４
４
３
２
２
２
１
１
０
０
０

１
１

６１．６９０

石

２
５
８

７
８

６
２
３
９
０
１
８

１
４
９

８
４

９
０
８
４
５
３
６

０
０
９

５
４

１
０
２
２
０
３
０

●
●
●

●
●

●
●
●
ｃ
●
●
●

４
７
６

８
２

１
３
８
５
３
７
３

２
２

３

有
右
有
有
右
無
無
有
無
有
有
右
／
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以
上
、
享
保
期
に
お
け
る
見
沼
地
域
の
土
地
開
発
は
、
農
民
の
側
か
ら
の

積
極
的
必
要
性
は
ゑ
ら
れ
ず
、
そ
の
内
容
も
消
極
的
且
小
規
模
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
比
絞
的
安
定
し
た
村
を
条
件
と
す
る
村
請
新
田
が
、

た
し
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
ふ
る
と
、
耕
地
の
拡
大
と
人
口

の
放
出
と
い
う
村
請
新
田
の
意
義
は
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
大
間
木
新
田
は
、
発
展
し
て
一
村
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、

い
つ
頃
か
ら
親
村
と
離
れ
て
一
村
と
し
て
の
性
格
を
有
す
よ
う
に
な
っ
た
の

か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
寛
政
六
年
の
年
貢
割
附
状
は
、
親
村
で
あ

る
大
間
木
村
を
通
し
て
出
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
直
接
大
間
木
新
田
に
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
寛
政
六
年
に
至
る
間
に
親
村
と
離
れ
た

行
政
村
落
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
又
、
こ
の
年
貢
割
附
状
に
、
そ

の
比
率
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
他
村
よ
り
の
入
百
姓
の
存
在
も
認
め
ら
れ
、

そ
の
村
落
構
成
は
開
発
時
の
そ
れ
と
比
べ
て
複
雑
な
し
の
に
な
っ
て
い
っ
た

で
あ
ろ
う
し
、
戸
数
も
開
発
時
の
一
五
戸
か
ら
、
『
新
編
武
蔵
国
風
士
記
稿
』

の
記
さ
れ
た
文
化
・
文
政
頃
に
は
二
四
戸
に
増
え
て
お
り
、
村
落
と
し
て
の

発
展
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
間
木
新
田
は
、
耕
地
の
拡
大
と
人
口
の
放
出
と
い
う
村
請

新
田
の
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
開
発
さ
れ
、
そ
れ
は
、
村
請
新
田
と
百
姓

寄
合
新
田
と
の
中
間
的
な
性
格
を
示
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
こ
の
大
間
木
村
新
田
の
場
合
は
、
他
の
一
六
ヶ
村
と
は
違
っ
た

形
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

法
政
史
学
第
二
十
五
号

お
わ
り
に

こ
こ
で
は
、
江
戸
に
近
い
と
い
う
こ
と
、
畑
が
主
で
あ
り
商
品
作
物
の
栽
培

が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
水
田
に
よ
る
石
高
の
増
加
を
そ
れ
ほ
ど
必

要
と
し
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
逆
の
方
向
に
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

要
す
る
に
、
享
保
改
革
は
江
戸
蕪
府
の
行
な
っ
た
最
初
の
大
き
な
改
革
で

あ
り
、
そ
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
年
貢
増
徴
策
が
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な

大
名
の
改
易
に
よ
る
幕
府
直
糀
領
の
拡
大
と
い
う
形
を
と
ら
ず
、
年
貢
の
徴

収
方
法
の
改
革
と
新
田
開
発
の
促
進
と
い
う
形
を
と
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
は
結
局
、
元
禄
年
間
頃
に
ほ
ぼ
固
定
化
し
た
直
輔
領
四
○
○

万
石
の
支
配
領
域
の
枠
内
で
、
幕
府
は
実
質
的
に
年
貢
額
の
増
加
を
進
め
て

い
こ
う
と
す
る
意
図
を
示
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う

な
背
景
の
中
で
進
め
ら
れ
た
新
田
開
発
に
は
、
町
人
請
負
新
田
や
代
官
見
立

新
田
を
軸
と
し
て
村
請
新
田
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
村
請
新
田
の
中
で
も
、

見
沼
新
田
は
、
新
田
開
発
の
奨
励
と
見
沼
代
用
水
路
開
盤
に
基
づ
く
経
営
全

休
の
中
て
、
幕
府
の
財
政
拡
充
策
の
対
象
で
あ
る
新
田
村
と
し
て
設
定
さ

れ
、
幕
府
の
支
配
の
一
環
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
御
指
導
を
頂
い
た
村
上
直
先
生
に
謝
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
史
料
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
た
埼
玉
県
立
浦
和

文
書
館
、
吉
本
富
男
氏
・
大
村
進
氏
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）

（
２
）

『
見
沼
代
用
水
沿
革
史
』
一
○
七
頁

９

同
右
、
七
九
’
八
一
一
一
頁

一
一
一
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３
ミーノ

享
保
期
に
お
け
る
新
田
開
発
（
上
田
）

こ
の
三
人
の
者
に
つ
い
て
は
江
戸
の
町
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

な
だ
け
で
他
の
こ
と
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
『
刑
銭
須
知
』
の
記

録
に
よ
る
と
、
見
沼
を
江
戸
商
人
達
が
運
上
を
出
し
て
漁
猟
の
場

同
右

岡
村
文
書
、

（
９
）
に
同
じ

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』

「
見
沼
開
地
割
帳
」

武
笠
文
書
「
武
州

同
右

『
刑
銭
須
知
』
（
「
検
地
取
斗
並
新
田
吟
味
知
行
割
之
事
」
三
○
七

号
、
一
、
武
蔵
野
新
田
開
発
之
覚
附
見
沼
新
田
之
訳
此
末
一
一
記
）

『
埼
玉
県
史
』
第
五
巻
、
三
八
一
一
頁

岡
村
文
書
「
貝
沼
新
田
開
発
御
用
書
留
帳
」

紀
州
流
の
治
水
功
者
。
享
保
七
年
九
月
吉
宗
が
将
軍
と
な
る
に
伴

っ
て
紀
州
よ
り
幕
臣
と
し
て
迎
え
ら
れ
る
。
翌
八
年
に
は
御
勘
定

に
登
用
さ
れ
、
十
年
十
一
月
に
は
勘
定
吟
味
役
格
と
な
り
、
十
二

年
六
月
に
は
「
吟
味
役
の
う
ち
お
の
お
の
つ
か
さ
ど
る
事
を
わ
か

た
れ
…
…
新
墾
な
ら
び
に
荒
蕪
開
耕
の
事
は
井
沢
弥
惣
兵
衛
為
永

う
け
給
は
り
…
…
」
と
あ
る
よ
う
に
開
発
事
業
は
一
切
為
永
が
専

掌
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十
六
年
十
月
に
は
勘
定
吟
味
役
に
昇
進
。

Ｓ
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
七
輯
、
『
徳
川
実
紀
』
第
八
編
）

岡
村
文
書
「
見
沼
新
田
開
発
御
用
書
留
帳
」

『
埼
玉
県
史
』
第
五
巻
、
一
一
一
八
二
頁

『
新
編
武
蔵
国
風
士
記
稿
』
七
・
八
巻

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
巻

同
右

「
武
州
見
沼
御
新
田
願
書
並
目
論
見
帳
」

前
掲
史
料
、
武
笠
文
書
、
前
掲
史
料

/■、′■、′へ〆、′■、′卓、

２４２３２２２１２０１９
L,ノミーノ～ノ、､ノ、_ノ～ノ

と
し
て
い
た
と
あ
り
、
後
に
こ
の
三
人
が
新
田
を
売
り
渡
し
た
山

口
屋
藤
左
衛
門
も
そ
の
一
人
で
あ
る
こ
と
や
、
「
右
三
人
之
者
〈

江
戸
町
人
一
一
御
座
侯
処
、
享
保
年
中
見
沼
開
発
之
以
前
見
沼
開
墾

仕
度
上
り
迫
を
願
出
候
得
共
終
二
御
聞
済
一
一
不
相
成
…
・
・
・
」
（
武

笠
文
書
、
前
掲
書
）
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
彼
ら
と
同
じ
よ
う
な

関
係
で
こ
の
地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

大
石
慎
一
一
一
郎
著
『
享
保
改
革
の
経
済
政
策
』
一
八
三
頁

大
石
慎
三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』
上
巻
、
一
○
四
頁

（
超
）
に
同
じ

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
第
一
巻

武
笠
文
書
前
掲
史
料

木
村
礎
、
伊
藤
好
一
編
『
新
田
村
落
』
一
○
二
頁
。

￣

一

一

一
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